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はじめに
　国土交通省港湾局では、平成28年度から「港湾にお
けるICT導入検討委員会」を設置し、浚渫工事を対象
にICT活用の検討を始め、令和2年度からは、港湾に
おけるi-Construction を次なるステージへ進めるため、
委員会を「港湾におけるi-Construction 推進委員会」
に改称し、現場で必要とする技術課題を現場で実証し
ながら、港湾の建設生産の全プロセスで ICT・BIM/
CIMの活用等を推進し、効率化に取り組んでいます。
　その取り組みの一例として、港湾工事（海上工事）
における衛星測位システム（GNSS）を活用した高精
度三次元測位（＝海上工事で潮位補正を必要としない
施工管理）の実現に向けて、現在技術実証を進めてい
ます。

衛星測位システム（GNSS）とは 1）

　GNSS（Global Navigation Satellite System）とは、
利用者の正確な位置を求めるため、①複数機の測位衛
星、②衛星を管理する地上局、③利用者の受信機、で
構成されるシステムのことです。最低4機以上の衛星
から電波を受信し、その伝播時間から衛星と利用者間
の距離を求め、計算により位置を求めるのが基本です。

　また衛星測位では計算を簡略化するため、ジオイド形
状によく似せた仮想的な物体を、高さの基準としていま
す。その物体の形状は回転楕円体、すなわち楕円を地軸

（北極と南極を結ぶ線）で回転させてできた立体で、こ
れを基準楕円体としています。衛星測位で扱う高さは、
この回転楕円体の面を基準とした「楕円体高」と呼ばれ
るもので、これは標高とは異なります。

海上工事で潮位補正を必要としない
施工管理のイメージ
　陸上工事では高精度なRTK-GNSS測位を活用し、出
来形管理の抜本的な効率化がなされている中、海上工事
ではジオイド（標高の基準）と最低水面（水深の基準）
が不明であり、GNSS測位（鉛直方向）が活用不可とな
っています。そのため、現在港湾局では、モデル化

（GNSS測位用の基準面を導入）した最低水面のデータ
セット（最低水面モデル）を活用し、海上工事で潮位補
正を必要としない施工管理に向けた検証を実施してお
り、将来的な海上工事の自動化・遠隔操作化にも繋がり、
生産性向上が期待されています。

GNSS測位と最低水面モデル

［参考資料］
1）みちびき（準天頂衛星システム）https://qzss.go.jp/index.html
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●平均海面：潮汐や波がなく海流もない仮想的な静水面。
●ジオイド：�地球の平均海面に極めて一致する等重力ポテンシャル面。

日本の場合は、東京湾平均海面（T.P.）と一致する面。

●平均水面：�現地の長期間にわたる潮汐観測資料を平均して得られる水面。海域毎に異なる。
●最低水面：�平均水面からZ0（長期間潮位を観測して、得られたデータから調和分解を行い、

主要4分潮を算出し、主要4分潮の振幅を足したもの）を引いた水面。港湾工事
の基準面。

［参考］測量で使用する高さ（深さ）に関する用語の整理

図1　GNSSによるグラブ浚渫の施工管理 図2　GNSSによる深浅測量

陸上における高さに関する用語 海上における深さに関する用語


